
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

III． facebook ページの運営によるリピート化促進 
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１． facebookページ活用のねらいと運営について 

 

 

１－１． facebookページ活用のねらい 

 

（１） SNS活用による旅行者と沖縄との「関係性の維持」で再訪促進 

 

本章では、沖縄を何度も訪れる人々、いわゆる「リピーター」を増やす戦略のひとつとして、昨今利

用者が増えている「ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）1」を活用した、旅行者と沖縄

との「関係性の維持」に着目する。 

修学旅行やMICE、団体旅行などで初めて（または２～３回）沖縄を訪れた人を、その後何度も沖縄

に足を運ぶリピーターにしていくためには、沖縄旅行後も継続的に沖縄に関心を持ち続けてもらうこと

が効果的であると考えられ、そのためには彼らが日常生活の中で沖縄の情報に継続的に接する機会を与

えることが効果的であると考えられる。 

本事業では、沖縄の情報に継続的に接する機会を与えるためのツールとして「SNS」を活用し、前段

落で述べた仮説を実証していくこととする。なお、「SNS」を活用する理由は以下の３点である。 

 

【SNS活用の理由①】無料サービスであり、情報需要者･供給者ともに手軽に使うことができる 

【SNS活用の理由②】再訪が期待できる「旅行好き」「金銭面がネック」な人々の利用率が高い 

【SNS活用の理由③】毎日定期的に情報発信ができ、継続的な「関係性の維持」に効果的 

 

 

（２） 利用者数最大、旅行のきっかけにもなりやすい「facebook」を活用 

 

現在、インターネット上には複数の SNS が提供されているが、本事業では「facebook」を活用する

こととする。facebookを選択した理由としては、以下の４点があげられる。 

 

【facebook活用の理由①】日本で利用者数の最も多い SNS である（図表Ⅲ－１－１） 

【facebook活用の理由②】最も旅行のきっかけになりやすい SNS である（図表Ⅲ－１－２） 

【facebook活用の理由③】利用者データの分析ツールが充実している 

【facebook活用の理由④】利用者を拡大させるための安価な広告機能が充実している 

 

 

facebook を活用した観光情報発信の動きは、ここ数年で全国に急速に広がっている（図表Ⅲ－１－３）。

観光地から SNS 利用者への一方向の情報発信とともに、SNS では利用者との双方向のコミュニケーシ

ョンを行うことができるため、パンフレットやフリーペーパーなど従来の情報発信ツールではできなか

った旅行者との新たな関係性の構築が、それぞれの取り組み主体で模索されているところである。 

 

                                                   
1 ソーシャル・ネットワーキング・サービス（英: social networking service、SNS）とは、社会的ネットワークをインターネット上で

構築するサービスのことである。代表として、日本では mixi、GREE、Mobage、Ameba、世界では facebook、Myspace、LinkedIn

などがある。（引用元：Wikipedia） 
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図表Ⅲ－１－１ PCから SNSへの訪問者数の推移 

  

 

 

図表Ⅲ－１－２ SNSの日常での利用率と SNSが旅行のきっかけになったか（複数回答） 
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mobage

日常的に利用

旅行のきっかけになった

【データ出所】 

ニールセン社 

「インターネット利用動向調査  

 Nielsen NetView」 

 

【データ出所】 

（公財）日本交通公社 

「旅行オピニオンリーダー

調査（平成 24年 12月）」 

注） 

左グラフに示すデータは、 

「旅行オピニオンリーダー」 

（旅行好きで年 4回以上国内

旅行を実施しており、かつ旅

行市場への影響力の強い人） 

を対象とする調査結果であ

る。標本数は 1,104人。 
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図表Ⅲ－１－３ 日本国内の観光協会等が運営する facebookページの一例 

 

  

都道府県 タイトル 開設日※ ページ登録者数

北海道 網走市観光協会 2011年2月5日 4,107

北海道 美瑛町観光協会 2011年3月5日 2,313

北海道 ひがしかわ観光協会 2012年5月30日 1,182

宮城県 南三陸町観光協会 2013年2月3日 1,926

茨城県 水戸市観光課・水戸観光協会 2012年1月5日 1,469

東京都 小笠原村観光協会（父島） 2011年3月30日 1,037

東京都 一般社団法人墨田区観光協会 2011年8月14日 1,672

神奈川県 社団法人鎌倉市観光協会 2012年4月23日 1,598

石川県 あわづ温泉観光協会 2011年7月7月 5,124

長野県 駒ヶ根観光協会 2011年7月10日 1,356

長野県 志賀高原観光協会 2011年9月8日 4,095

長野県 信州・長野県観光協会 2012年2月2日 1,374

長野県 栂池高原観光協会 2012年8月6日 1,178

長野県 白馬五竜観光協会 2012年9月23日 1,101

岐阜県 下呂温泉観光協会 2011年3月1日 1,233

岐阜県 美濃市観光協会 2011年4月11日 1,613

岐阜県 （社）奥飛騨温泉観光協会 2011年7月6日 1,347

岐阜県 飛騨市観光協会 2011年8月3日 1,169

静岡県 河津町観光協会 2011年8月11日 1,012

兵庫県 城崎温泉観光協会 2011年4月18日 1,090

奈良県 （社）奈良市観光協会 2012年6月13日 2,461

和歌山県 高野山観光協会 2011年3月2日 1,464

広島県 尾道観光協会 2012年1月25日 2,315

島根県 隠岐観光協会 2011年9月29日 1,053

佐賀県 佐賀観光協会 2012年6月15日 1,058

沖縄県 石垣市観光協会　WEB委員会 2011年8月10日 5,439

※Facebookページ上にて確認した最古の日付を記したものであり、実際のページ開設日とは異なる場合がある。
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（３） facebookの概要 

 

facebook とは、同サービスに登録した個人がそれぞれの専用ページ（個人ページ）を持ち、今日の出

来事や関心事などをページ上に掲載するとともに、友人・知人との相互閲覧の関係を構築（友達登録）

することによってお互いの掲載した情報を日々共有するサービスである。 

 

facebook のページには、個人名で開設・運営する「個人ページ」（前述）と、企業や組織などが開設・

運営する「facebook ページ」の２つの種類がある。一般に、前者が個人と個人のつながりを重視し、知

り合い間の情報交換をする場として機能するのに対して、後者は企業やある特定のテーマに関する情報

を発信・共有する場として機能している。また、「個人ページ」を運用する個人が、自分の関心のある

「facebook ページ」に登録する（facebookでは「いいね！を押す」と言う）ことによって、「facebook

ページ」上に発信された投稿記事を自分の専用ページ上で常時閲覧することが可能となる。本事業では、

組織が運営主体となることから、後者の「facebookページ」を開設することとした。 

 

facebook ページは、本事業のターゲットとなる「ライトリピーター（来沖経験１～３回）」との関係

性を維持する上で、そのインターフェイスやシステムの仕組みから他の SNS に比べて効果的である。

その理由をまとめると、以下３点に整理できる。 

 

① 受動的なライトリピーターにも日々沖縄情報を伝達 

facebookページへの投稿は、登録者個人のトップページ（ウォール）に自動的に表示されるので、ペー

ジ登録者は受動的かつ日常的に沖縄の情報を目にすることになる。能動的かつ主体的に沖縄情報を調べ

上げる定着リピーターに比べると、ライトリピーターは沖縄の情報収集に関して消極的であると考えら

れるが、facebookページを活用すればこうした受動的な人々にも沖縄の情報に日々接してもらうことが

可能となる。 

 

② 写真重視のデザインで沖縄の魅力を最大限に伝達 

Web上には複数の SNSが存在するが、facebookの特長のひとつは「写真」を重視していることである。

他の SNSに比べて大きいサイズの写真が表示されるようになっており、海に代表される美しい景観魅力

を有する沖縄の魅力をライトリピーターに最大限に伝えるのに適した SNSといえる。 

 

③ ライトリピーターとの継続的な双方向コミュニケーションが可能 

 facebookでは、情報発信役の記事執筆者だけでなく、登録者自身も「いいね！」ボタンをクリックし

たり、コメントの投稿をしたりすることができる。初めての沖縄旅行経験後のライトリピーターとも、

facebook上にて継続的な双方向コミュニケーションをはかることが可能である。 
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  ＜facebookページの構成＞ 

facebook ページは上部にトップ写真やロゴ、タイトルなどで構成され、下部に記事が新

しい順に更新される。 

 

 

 

（４） facebookページの運営方針 

 

facebook ページの運営にあたり、本事業の目的ならびに facebook の特性を踏まえて、次のような運

営方針を定めた。 

 

  ●本事業の目的：来沖後も旅行者と沖縄との関係性を維持し、沖縄への再訪を促す 

  ●ターゲット：過去の来沖経験が１～３回のライトリピーター 

  ●facebookページの運営方針： 

 ①観光情報発信に加え、来沖経験者との持続的なコミュニケーションを重視すること 

 ②記事執筆者本人の嗜好・関心を重視し、それぞれの個性でファンの関心を惹くこと 

 ③リアルタイム情報を重視し、日常的かつ継続的なつながりを演出すること 

 ④観光客向けガイドブックには載っていない、ディープな情報を発信すること 

 

ロゴ 

タイトル 

トップ写真 

投稿記事 

登録者数 
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１－２． facebookページ【Okinawarp】の運営 

 

（１） タイトルおよびロゴの決定 

 

本事業の一環で開設する facebook ページのタイトルについては、 

  ①一目で沖縄の観光情報を発信するページだと分かること 

  ②ユーザーが沖縄へ行きたくなるようなタイトルであること 

  ③「沖縄（Okinawa）」と検索したときにヒットしやすいようにすること 

を考慮した上で、「このページの投稿記事を見たら、気持ちだけでも毎日沖縄にワープ（warp）できる」

という意味を込めて、【Okinawarp】（オキナワープ）」と命名した。 

また、閲覧者に沖縄を連想させやすいと考えられる「シーサー」のイラストをロゴに活用することと

し、青を基調とする facebook のページ上で目立つよう、赤やオレンジ色といった明るい色を用いた（図

表Ⅲ－１－４）。 

 

図表Ⅲ－１－４ facebookページ【Okinawarp】のロゴ 

 

 

 

（２） 投稿記事のテーマ設定と更新頻度 

 

facebook ページ【Okinawarp】を通じてライトリピーターと沖縄との関係性を維持するため、投稿

頻度は１日あたり１記事以上とした。また、各記事は写真をメインとして、簡潔で興味を引く文章を添

える形式を取った。 

記事投稿の内容については、本事業の目的に合わせて図表Ⅲ－１－５に示す３つのテーマをあらかじ

め設定し、計 15 カテゴリーに合致する内容の記事の投稿を原則とした。 

 

図表Ⅲ－１－５ 投稿記事のテーマ設定 

 

投稿記事のテーマ 主なカテゴリー

沖縄リピーターの実施率が高い活動内容に関する記事 ゴルフ／釣り／イベント／スポーツ／野球キャンプ

ちょっとディープな沖縄“観光地めぐり”に関する記事 美景スポット／穴場グルメ／アイテム（雑貨など）／泊まる

沖縄県民の生活、ライフスタイルに関する記事
日常／さんぽ／あそび／沖縄のわんにゃん／おじぃ・おばぁ／
沖縄方言
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なお、店舗情報を掲載する際は必ず当該店舗への許可をとり、また人物の写真や顔、氏名を掲載する

際には本人の許可をとり、被写体の周囲に人物がいる場合は顔が判別できないよう工夫をした。 

 

（３） 運営体制 

 

記事の執筆は沖縄在住者（９名）と沖縄リピーター（６名）が交代で行う体制を採った（図表Ⅲ－１

－６）。沖縄在住者と県外在住の沖縄リピーターの双方を記事執筆者に含めることで、多面的な沖縄魅

力の発信をねらったものである。また、投稿記事の一定の品質を確保するため、雑誌やフリーペーパー

などのライター経験者を中心として記事執筆スタッフを構成した。 

なお、ページ内の投稿記事の統一性を担保するために編集長を配置し、記事執筆者への執筆内容への

アドバイスを行うとともに、記事投稿前には編集長が内容確認および修正を行った上で更新した。 

 

図表Ⅲ－１－６ facebookページ【Okinawarp】の運営体制 

 

 

（４） スケジュール 

 

平成 24 年 10 月に facebook ページ【Okinawarp】を開設したが、初期 1 ヶ月間は試験運用期間とし

て、非公開で運営を行った。その後平成 24 年 11 月より、ページを一般公開して本格運営と開始した。

同年 12 月末には 1,000 人、最終的には 1,200 人のページ登録者（後述）を目標とした（図表Ⅲ－１－

７）。 

 

図表Ⅲ－１－７ facebookページ【Okinawarp】の開設から運営、検証までのスケジュール 

  

【編集長】
・投稿記事の内容の監修

・投稿 記事の更新

沖縄在住者

（９名）

沖縄リピーター

（６名）

事業事務局

ページ運用

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成24年 平成25年

設 計

ページ作成

ページ利用状況のデータ収集・検証

ペ
ー
ジ
一
般
公
開

試運用
ペ
ー
ジ
開
設

（非
公
開
）

ガイドライン作成 ページ登録者拡大策の実施

【目標】
ページ登録者

1,000人

登録者自然増

【目標】
ページ登録者

1,200人

効果検証
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   ＜facebookページ【Okinawarp】のトップページ＞ 
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  ＜facebookページ【Okinawarp】 運用ガイドライン＞ 

 

 

 

  

 基本方針
１．１度か２度沖縄に行っ た旅行者を、訪沖リピーターと し て定着さ せることが目的です。

→情報提供だけでなく、コメントのやりと りなどでユーザと の双方向コミュニケーションも重視し ます。

→ライターの得意ジャンルを発信するこ と で、ページをディープにし ファンを増やし ます。

→リアルタイムに・継続的に発信するこ と で、ファンと の日常的なつながりを演出し ます。

２．ターゲットは、沖縄経験１-3回のライトなリピーターです。

３．運用を続けながら、FBの評価機能を使い、その効果を実証し ていき ます。

→どんな情報がユーザーの興味を引き 、どれだけの動き があっ たのか2013年3月に検証し ます。

 投稿の方法
１．スケジュール

毎月出すスケジュールに沿っ て投稿し てください。１日、２日ずれるのは構いません。

２．内容

－写真１点（サイズ：長辺1,000ピクセルが原則、最低420ピクセル×420ピクセル必要）

－記事

（基本100文字以上、上限は制限なし 、写真で全てを語っ ていたらひと ことでも可。 ）

（記載事項は、「記事内容について」参照）

－最後に署名（記載例：文・写真／Okinawarpライター山田静）

 投稿ジャンル
どんな内容がユーザの興味を引くか検証するため、記事はジャンル分けし ます。以下のジャンル
より選んで、記事冒頭に記載し てください。

＜日常ジャンル：各ライター月３～４回のペースで、自由にテーマを選んで投稿＞

【さ んぽ】散歩し て見つけたもの、面白いものかわいいもの

【穴場グルメ】ランチの人気店、面白／隠れメニュー、街角B級グルメ

【あそび】もずく狩りやビーチパーティ、三線、伝統の遊び、年中行事など

【アイテム】雑貨アイテム、ショッピング情報

【沖縄わんにゃん】沖縄の動物たち

【おじ ぃ・おばぁ 】いい感じのお年寄りや方言

【日常】路地裏の風景、暮らし の風景（市、銭湯、酒場など）

＜専門ジャンル：各ライター月１回のペースで、担当ジャンルの記事を投稿＞

【ゴルフ】ゴルフスポット

【釣り】釣りポイント

【スポーツ】沖縄で開催さ れているスポーツ、野球キャンプ情報

【美景スポット】海、山、夕陽、朝日、街並みなどの絶景撮影ポイント

【イベント】エイサーやお祭りなどのイベント情報、参加報告

＜その他：随時＞

【琉球大生の日々】

【編集室だより】

☆その他増える可能性もあり
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 記事内容について
＜分量と中身＞

１．写真＋ひと こ と コメント

例）夕陽写真＋「【美景スポット】山原の○×から観た夕陽です。晴れが少ない沖縄の夏で、こ こ ま
で見えるのは珍し い。県道＊号線を通っ て、＊の店を過ぎた＊＊あたりが撮影ポイントです」

２．写真＋紹介記事＋データ
例）食堂写真＋「【穴場グルメ】記事100文字以上適宜（文字数上限なし ）＋店舗データ」

＜扱う場所＞
沖縄本島を中心に、離島も可。

＜内容＞
１回・２回は沖縄に行っ たこ と はあるけれど、それ以来足が遠のいている…と いうリピーターに再び
沖縄のよさ を思い出し てもらう、次の旅への動機付けをするのが目的です。

なので例えば首里城を扱うと し たら正面写真でなく、「こんなポイントから撮影すると いい」「○時くら
いに行くのがいい、なぜなら」と 、ややひねった切り口でお願いします。
写真は最も重要ですので、魅力的なもの（必ずし も美し い写真でなくてもOK）をお願いし ます。
沖縄最大の魅力でもある、人々の日常やライフスタイルについても積極的に焦点をあてたいです。

＜遵守いただきたいルール＞
１．店舗の掲載
掲載店舗には許可をと っ てください。
媒体資料は編集室が作成し ます。掲示を求められた場合、そちらをご利用下さ い。
掲載期間は、2013年３月いっ ぱいと なります。校正は編集部からはお出し しません。
店舗データは必要に応じ て記載。記載は店舗名と 住所。電話番号なし 。HPリンク可。
（編集室内で掲載是非の判断がさ れる場合もあります）

２．人物の写真

顔や氏名を掲載する場合、本人の許可をと っ てくださ い。また、被写体の周囲に人物がいる場合、
でき れば顔が分からないような角度で撮っ てくださ い。特に旅行者や子供の扱いには注意が必要
です。

３．記事の内容

沖縄の魅力を発信すると いう目的上、特定店舗の宣伝に偏りすぎないよう注意し てくださ い。例え
ばセール情報に触れる程度はよいのですが、「明日２時から４時までビッグセール！本ページを見
たと いえば５％オフ！」などは不可です。
※なお、FBの表記基準などに従って、編集部で原稿に手を入れること もありますのでご了解くださ
い。

 その他
・ユーザからコメントがついた場合、可能な範囲で返信コメントをお願いし ます。 →双方向でやりと
りを増やすと 、FBの「エッジランク」と いう仕組みで、当ページが多くの人のトップページに表示さ れ
るようになり、アクセス数が上がります。

・当ページに投稿いただいた記事および文章、写真については、本事業の一環と し て開催・作成す
るシンポジウム、マップ（紙媒体およびＰＤ Ｆ）、報告書（紙媒体およびＰＤ Ｆ）に２次利用さ せていた
だき ます。
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（５） キャンペーンの実施 

 

ページ登録者 1,000人突破を記念して、平成 24年 12月 27日から平成 25年２月 18日までの期間中、

「沖縄のディープな魅力を共有しよう！キャンペーン」と題して、ページ登録者からの記事投稿を促す

取り組みを実施した。同キャンペーンへの参加を促すため、記事投稿者の中から抽選で２名の方に沖縄

県内で使える「ホテル利用券」を贈呈することとした（図表Ⅲ－１－８）。 

なお、facebook でプレゼント付きのキャンペーンを実施する際には、facebook の代理事業者が提供

する専用のアプリケーションを使うこと必須となっているため、株式会社ガイアックスが提供する

facebook 専用アプリケーション「Fantastics」を活用することとした。 

キャンペーンを実施した結果、複数の方々から投稿記事が寄せられた。投稿記事の内容としては、海

を写した写真が大半を占めたのが特徴的であった（図表Ⅲ－１－９）。 

 

図表Ⅲ－１－８ キャンペーン実施告知画面 

 

 

図表Ⅲ－１－９ キャンペーンでのページ閲覧者からの投稿写真（一部） 
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２． facebookページ【Okinawarp】の効果検証 

 

 

２－１． 効果検証の枠組み 

 

facebook ページ【Okinawarp】の効果検証の枠組みは、次の３段階で構成される。 

 

① ページ全体への関心 ～【Okinawarp】はどの程度の関心を集めたか 

② 各記事への関心 ～どのような投稿記事が高い関心を集めたか 

③ 再訪意向の変化 ～【Okinawarp】は閲覧者の沖縄再訪意向を高めたか 

 

 

 それぞれに対応する指標として、 

① ページ全体への関心 

   －ページ登録者数 

② 各投稿記事への関心 

   －記事閲覧者数 

   －記事ファン数 

   －記事閲覧者数に占める記事ファン数の割合 

   －コメント数とその内容 

③ 再訪意向の変化 

 －facebook上で実施した登録者へのアンケート調査結果 

を用いて分析を行う。 

 

なお、本項で用いる各種指標の数値は、「③再訪意向の変化」を除き、facebook が提供する無料分析

ツール「インサイト」から取得できる数値、ならびに facebook トップページ上で確認できる数値を用

いた。分析に用いる facebookの指標の定義は図表Ⅲ－２－１のとおりである。 

 

 

図表Ⅲ－２－１ facebookが提供する各種指標の定義 

 

  

指標 定義

ページ登録者数 Facebookページの「いいね！」ボタンをクリックした人数

（「いいね！」ボタンを押すことで、同ページの登録者となる）

記事閲覧者数 投稿記事を見た人の人数

記事ファン数 投稿記事に付いている「いいね！」ボタンををクリックした人数

コメント数 投稿記事に対して寄せられたコメントの数
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２－２． ページ全体への関心 

 

（１） ページ登録者数の変化 

 

facebook ページ【Okinawarp】への「関心度」を測る指標として、ページ登録者数の推移を示す。 

平成 24 年 11 月１日に一般公開を開始した後、初期２週間は記事執筆者などの facebook 上での人的

ネットワークを通じてページ登録者数を拡大した。一般公開の翌日にはページ登録者数が 100 人を超え、

２週間で 200 人に達した。その後は登録者数の伸びが鈍化したため、同年 11 月 20 日より facebook 上

にて広告を出稿することとした（図表Ⅲ－２－２）。 

広告の出稿によりページ登録者数は急激に増加し、同年 12 月 20 日には 1,046 人となった。平成 25

年１月以降は広告の出稿を抑制したが、ページ登録者数は自然増による着実な伸びをみせ、同年２月 28

日には 1,395 人に到達した（図表Ⅲ－２－３）。なお、同年３月 20 日現在、1,500 人を超える人々が

【Okinawarp】にページ登録をしている。 

 

 

図表Ⅲ－２－２ facebookページ【Okinawarp】広告の出稿状況 

 

 

 

 

 

 

 

【ページ広告】

広告出稿のターゲット 広告開始日 広告終了日 費用（円）

沖縄好き 2012年11月20日 2012年12月12日 20,000

旅行好き 2012年11月20日 2012年12月19日 30,000

費用合計 50 ,000

【投稿記事広告】

広告出稿のターゲット 広告開始日 広告終了日 費用（円）

温泉 2012年11月22日 2012年11月29日 4,371

城 2012年11月22日 2012年11月29日 4,194

ゴルフ 2012年11月28日 2012年12月19日 7,000

餃子 2012年11月28日 2012年12月8日 3,950

猫 2012年12月6日 2012年12月19日 3,000

ファッション（女性のみ） 2012年12月7日 2012年12月12日 2,000

北海道 2012年12月7日 2012年12月17日 10,000

コーヒー 2012年12月9日 2012年12月12日 500

骨董品 2012年12月9日 2012年12月12日 500

沖縄好き（キャンペーンのお知らせ） 2012年12月28日 2013年1月28日 6,354

旅行好き+写真up好き（キャンペーンのお知らせ） 2012年12月28日 2013年1月28日 6,475

ページ登録者（キャンペーンのお知らせ） 2013年1月4日 2013年1月7日 736

費用合計 49 ,080
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図表Ⅲ－２－３ facebookページ【Okinawarp】のページ登録者数の推移 
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（２） ページ登録者の属性 

 

次に、facebook ページ【Okinawarp】への登録者の属性を示す。 

 

性別に見ると、男性が 55.1%、女性が 44.9%であり、男性の方がやや多かった（図表Ⅲ－２－４）。

国内の facebook ユーザー2の性別と比較すると、【Okinawarp】のファン層は男性の割合がやや高いこ

とがわかる（図表Ⅲ－２－５）。 

 

年齢別に見ると、「35～44 歳」が最も多く 39.3%、次いで「45～54 歳」が 27.1%、「25～34 歳」が

22.4%であった（図表Ⅲ－２－４）。国内の facebook 利用者数3の年齢構成と比較すると、24 歳以下の

割合が国内 facebook 利用者全体では 29.8%を占めるのに対し【Okinawarp】の登録者では 5.5%と少な

い。一方で、35～44 歳および 45～54 歳の割合は、国内 facebook利用者全体でそれぞれ 22.1%、11.3%

を占めるのに対し、【Okinawarp】の登録者ではそれぞれ 39.3%、27.1%と多いことがわかる（図表Ⅲ

－２－６）。 

 

 

図表Ⅲ－２－４ facebookページ【Okinawarp】のページ登録者の属性 

a. 性別 b. 年齢 

     

  

                                                   
2 facebook の「広告マネージャ」機能で表示される人数をもとに割合を計算した（平成 25年３月４日時点）。 
3 同上 
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図表Ⅲ－２－５ facebookページ【Okinawarp】のページ登録者の性別構成 

 

 

 

 

図表Ⅲ－２－６ facebookページ【Okinawarp】のページ登録者の年齢構成 
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２－３． 各投稿記事への関心 

 

（１） 投稿記事の内容 

 

facebook ページ【Okinawarp】では、平成 24 年 11月１日～平成 25 年２月 28 日の４か月間に計 140

の記事を投稿した。カテゴリー別では、「美景スポット」が最も多く 26 記事、「穴場グルメ」が 25 記事、

「日常」が 23 記事などであった（図表Ⅲ－２－７）。 

 

 

図表Ⅲ－２－７ カテゴリー別の投稿記事数（総数） 

 

 

 

 次節では、投稿記事についてのカテゴリー別分析を行うが、広告出稿を行った記事については各種指

標の数値が他の記事とは乖離するため、分析対象から除外することとする。また、カテゴリー分析結果

に個々の記事内容の影響が出ることを防ぐため、投稿記事数が１～２つのみのカテゴリーについても分

析の対象外とする。 
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（２） 「関心度」の高いカテゴリー 

 

記事閲覧者の関心の高いカテゴリーを探るため、投稿記事のカテゴリー毎に、記事ファン数を記事閲

覧者数で除した「関心度」を算出した。この「関心度」は、記事を見た人（記事閲覧者数）のうち、ど

のくらいの人がこの記事に関心を持ったかを示す指標であり、この指標の数値が高いほど記事閲覧者の

興味・関心を引き付けたものと考えられる。 

結果をみると、「さんぽ」（14.7%）、「穴場グルメ」（14.2%）、「あそび」（13.6%）の順で「関心度」が

高いことがわかる。「さんぽ」や「あそび」、「日常」といった、沖縄県民の生活、ライフスタイルに関

する記事が上位に来ている点が注目に値する（図表Ⅲ－２－８）。 

 

投稿記事に対し、ページ閲覧者は「いいね！」を押すだけでなく、コメントを寄せることも可能であ

る。投稿記事に寄せられたコメント数4をカテゴリー別に分析すると、「穴場グルメ」が最も多く１記事

あたり平均 4.5 件、次いで「美景スポット」（同 3.5 件）、「あそび」（同 3.4 件）の順で多い（図表Ⅲ－

２－９）。 

 

 

図表Ⅲ－２－８ カテゴリー別の「関心度」 図表Ⅲ－２－９ カテゴリー別のコメント数 

 （＝記事ファン数／記事閲覧者数）  （１記事あたり平均） 

  

  

                                                   
4 記事執筆者や事業事務局からの返信コメントを除く。 
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寄せられたコメントの内容をみると、「行ってみたい」に相当する内容のコメントが 55 件、「食べて

みたい」が 40 件あった。「初めて知った」は 15 件と少なく、一方で「以前行ったことがある」に相当

する内容のコメントは 58 件と多かった（図表Ⅲ－２－１０）。過去に何度か沖縄を訪問した経験のある

閲覧者も多く、過去の沖縄旅行で経験したことが記事に取り上げられると、閲覧者は記事に対して強い

関心を示すことがわかる。 

 

寄せられたコメントのうち、「行ってみたい」に相当する内容のものが最も多かったカテゴリーは「美

景スポット」であった（図表Ⅲ－２－１１）。特に、宮古島や久高島など、離島に行ってみたいという

コメントが目立った。コメント数の最も多い「穴場グルメ」では、「行ってみたい」に相当する内容の

コメントの割合は少なかったものの、「次に沖縄を訪れたときに食べてみたい」といった内容のコメン

トが目立った。 

 

 

図表Ⅲ－２－１０ 寄せられたコメント数 図表Ⅲ－２－１１ 「行ってみたい」コメント数 

 （総数）  （１記事あたり平均） 
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（３） 「関心度」の高い記事 

 

「関心度」の高かった上位 10 位の記事を図表Ⅲ－２－１２に示す。記事単位のランキングでも、「さ

んぽ」や「あそび」、「日常」といった、沖縄県民の生活、ライフスタイルに関する記事が上位に来てい

ることがわかる。「穴場グルメ」の記事も上位に複数あがっており、コメント数が多いことが特徴であ

る。 

「関心度」上位 10 位の投稿記事の写真をみると、ビーチや季節の花を写したものが目立つ。 

 

 

図表Ⅲ－２－１２ カテゴリー別の投稿記事数 

 

 

 

 

  

順位 カテゴリー 投稿日 記事内容
記事
閲覧者数

記事
ファン数

関心度 コメント数

1 さんぽ 2013年1月28日
 世界遺産今帰仁城（なきじんぐすく）の近く
を通ったので城まで登ってみた。 ちょうど
今帰仁城の桜祭り開..(以下略）

634 157 24.8% 2

2 美景スポット 2013年2月9日
 まだまだ寒い日が続く東京。 そんな日に
思い出してしまうのが『暑い沖縄の夏の風
景』。 沖縄は個性的で..(以下略）

577 137 23.7% 1

3 さんぽ 2013年1月26日
 桜坂の名にふさわしく劇場の前に桜が咲
いていました。今の季節は穏やかな気候で
暑すぎず寒すぎず街歩きに..(以下略）

619 143 23.1% 2

4 あそび 2013年2月8日
 今や日本一の人気水族館と言ってもいい
『沖縄美ら海水族館』。沖縄に来てここに行
かない人っているんです..(以下略）

667 149 22.3% 4

5 日常 2013年2月4日
 先日、名護にある喜瀬ビーチに行きまし
た。1月になってからやたら雨や曇りが多く
て、今回も見事に曇天…..(以下略）

616 134 21.8% 3

6 穴場グルメ 2013年2月1日
 沖縄でチャンプルーといえば、ゴーヤーを
思い出しますが、チャンプルーも色々あり
ますね。フーチャンプル..(以下略）

640 137 21.4% 8

7 穴場グルメ 2013年1月23日
 ハンバーガー天国。ハンバーガーといえ
ばアメリカの食文化。戦後、米軍に占領さ
れた沖縄では、ステーキや..(以下略）

646 138 21.4% 9

8 あそび 2013年1月29日
 冬の風物詩・沖縄でのホエールウォッチン
グに参加してみたい、でもほんとに見られ
るの？と思っている方い..(以下略）

628 134 21.3% 5

9 日常 2013年1月18日
  右が沖縄の桜、左が内地の桜。 そろそろ
日本一早い沖縄の桜まつりが始まります。
沖縄の桜は、緋寒桜と..(以下略）

578 121 20.9% 1

10 穴場グルメ 2013年2月2日
 ラフテー、ミミガー、ソーキ、テビチ。 「豚
は鳴き声以外すべて食べる」。沖縄はそう
言われるほどの豚食..(以下略）

532 111 20.9% 1
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▼「関心度」１位の投稿記事 ▼「関心度」２位の投稿記事 
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▼「関心度」３位の投稿記事 ▼「関心度」４位の投稿記事 
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▼「関心度」５位の投稿記事 ▼「関心度」６位の投稿記事 

 

 

  

70



 

 

▼「関心度」７位の投稿記事 ▼「関心度」８位の投稿記事 
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▼「関心度」９位の投稿記事 ▼「関心度」10位の投稿記事 

 

 

 

 

 

  

72



 

 

 

●コラム● 記事の投稿曜日と閲覧者数 

 平成 24 年 11 月から平成 25 年２月まで４か月の間に投稿した記事について、曜日別に記事

閲覧者数を集計した。１記事あたりの記事閲覧者数を曜日別にみると、水曜日と木曜日の閲覧

者が多いことがわかった。一方で、土曜日や日曜日の閲覧者数は少ないことがわかる（図表Ⅲ

－２－１３）。閲覧者には 34 歳以上 54 歳以下の働き盛りの人々が多いことから、仕事帰りに

携帯電話やスマートフォン、もしくは自宅の PCで facebook を閲覧している人が多いのでは

ないかと推測される。 

 なお、この集計値は、広告や口コミ（ページ登録者からの紹介）を通じて記事を閲覧した人

は除き、純粋にページ登録者のみを対象としている。 

 

 図表Ⅲ－２－１３ 曜日別にみる記事閲覧者数（１記事あたり平均）  
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●コラム● ページ運用担当者としての所感 

【Okinawarp】編集長 山田 静 氏 

 

 休眠状態のリピーターへのアプローチに、facebook は利便性の高いツールです。投稿が手軽

であること、利用者のプロファイリングがしやすいこと、安価で効率よく広告が打てることな

どがその理由です。 

［ページ運用のコツ］ 

○投稿時間帯を工夫する： 

昼 12 時の投稿を 17 時に変えたところ、閲覧率が上昇しました。 

○バリエーション豊富な投稿： 

美しい風景６割、日常や街角の風景４割くらいが読者を飽きさせない。 

○「いいね！」を増やすのは広告： 

沖縄好き、といった広範囲なターゲット広告に加えて、ゴルフなど絞り込んだキーワードで広

告をまめに打つことで読者の幅が広がり、コメント欄が活気づきました。話題にしてもらい、

エッジランク5を上げるためにも広告は必須。 

○写真は美麗でなくてもよい： 

普通のスナップ写真がたまに混じるとライブ感アップ。 

○旬のネタは先取り、あるいは同時に伝える：特に桜など季節ネタは反響大でした。 

○複数の投稿者を関わらせる： 

ネタにバリエーションや個性が出てきてファンがつきやすくなり、（人にもよりますが）投稿

することでスタッフのモチベーションや探求心も上がります。 

○まず発信する：どんなことに興味を持たれるのかは、発信してみないと分かりません。 

［いいね！やコメント欄で見えてきた、リピーターの求めること］ 

＜ライトリピーター＞ 

○少しだけディープなことを知りたい：観光地の変わったアングル写真など 

○思い出の風景を見たい：宮古の海の色、伊平屋島など特別に美しい場所 

○次回のために情報を仕入れたい：ちょっとディープな店情報など 

○沖縄の「今」を知りたい：夕暮れや桜情報など 

＜定着リピーター＞ 

○沖縄愛を共有したい：天ぷらやちゃんぽん、弁当など「沖縄あるある」を共有したい 

○知識を深めたい：歴史や祭り、料理の起源、よく行く場所の由来などを深く知りたい 

○マニアな店や体験を知りたい：穴場の食堂、音楽情報を押さえておきたい 

  

                                                   
5 facebook ページから発信された投稿記事は、ページ登録者個人のトップページに自動的に表示されます。しかし、この投稿記事のす

べてが表示される訳ではなく、それぞれのユーザーにとって最も価値のある情報を表示するように最適化が行われている。この最適化

の指標が「エッジランク」である。エッジランクが高いほど、個人のトップページに表示されやすくなるとく仕組みである。 

なお、エッジランクは、「facebookページとページ登録者との親密度」「より多くの人が話題にしている記事」「より新しい記事」などの

要素から自動計算されるが、具体的な計算方法は明らかにされていない。 
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２－４． 再訪意向の変化 

 

（１） 再訪意向の検証方法 

 

facebook ページ【Okinawarp】が沖縄への再訪意向をどのくらい高めたのかを検証するため、同ペ

ージ上にて購読者を対象にアンケートを実施した。アンケートの概要は以下の通り。 

 

 【再訪意向検証のための facebookアンケート 概要】 

  ●実施日：平成 25 年２月 27 日（水）、28 日（木）の２日間 

  ●対象者：facebook ページ【Okinawarp】登録者 

  ●調査方法：facebook ページのクエスチョン機能を活用し、質問を記事として投稿 

   （ページ購読者であれば、ページ閲覧中にワンクリックで回答が可能） 

  ●質問内容： 来沖経験回数、【Okinawarp】の再訪意向促進の状況（2/27） 

   今年の来沖予定、沖縄再訪を促した記事テーマ（2/28） 

 

 

（２） 再訪意向の検証結果 

 

アンケート結果によれば、回答者のおよそ８割が今年（平成 25 年）中に沖縄に行く予定があると回

答しており、facebookページ【Okinawarp】が沖縄再訪を促進する一定の効果があることが示された。 

アンケート結果を分析すると、次の３点を読み取ることができる。 

 

①  ライトリピーターだけでなく、定着リピーターとの関係性維持にも効果を発揮 

【Okinawarp】のターゲットとして設定していたライトリピーター（来沖回数１～３回）は回答者全

体の 26％を占めた。最も多かった層は来沖回数６回以上の定着リピーターであり、回答者全体の 56％

を占めた。【Okinawarp】が、ライトリピーターのみならず、定着リピーターの関心をも引き付けてい

ることがわかる。 

 

② 美景スポットを中心とした、沖縄の魅力的な写真の掲載が再訪意向の向上に効果的 

 【Okinawarp】の記事を見ると「沖縄に行きたい！」と思うか尋ねたところ、「記事を見るたびに毎

回そう思う」に次いで「ステキな写真を見るとそう思う」人が多い結果となった。沖縄の魅力的な写真

を掲載することが、再訪意向の向上に効果的であることがわかる。また、今年沖縄に行く予定のある人

に沖縄行きを後押しした記事カテゴリーを尋ねたところ、「美景スポット」が最も多い結果であった。 

 

③ 穴場グルメ情報も、次回再訪時のための情報として欠かせない 

 沖縄行きを後押しした記事テーマで、「美景スポット」とともに回答数の多かったテーマは「穴場グ

ルメ」であった。「次に沖縄を訪れたときに食べてみたい」とするコメントも目立つ。こうした結果か

ら、「美景スポット」とともに、「穴場グルメ」もリピーターの再訪意向を支える重要なテーマであるこ

とがわかる。沖縄らしい、かつ食欲をそそる料理の写真を掲載することが効果的である。 

 

75



 

 

＜facebookアンケート結果＞ 

  

 

 

 

  

回答数 構成比
記事を見るたびに毎回そう思う 34 55%
ステキな写真を見るとそう思う 18 29%
関心のあるテーマの記事を見るとそう思う 7 11%
仕事などで疲れているときに記事を見るとそう思う 3 5%
特にそう思ったことはない 0 0%
合計 62 100%

【質問２】 Okinawarpの記事を見ると「沖縄に行きたい！」と思います
か？ （ひとつだけ）

回答数 構成比
０回 2 3%
１回 8 13%
２～３回 8 13%
４～５回 5 8%
６回以上 34 56%
沖縄に住んでいる 4 7%
合計 61 100%

【質問１】 あなたは沖縄に何回行ったことがありますか？
 （ひとつだけ）

回答数 構成比
今度の春休み 4 12%
今度のゴールデンウィーク 0 0%
今度の夏休み 8 24%
有給休暇を取って行く！ 7 21%
その他 9 26%
今のところ予定なし 6 18%
合計 34 100%
今年（平成25年）沖縄来訪予定者 28 82%

【質問３】 今年、沖縄に行く予定はありますか？それはいつ頃です
か？ 何度も行く予定のある方は、一番近い予定についてお答えくだ
さい。 （ひとつだけ）

回答数 選択率
美景スポット 19 76%
穴場グルメ 10 40%
アイテム 2 8%
イベント 2 8%
日常／さんぽ 2 8%
ゴルフ 2 8%
沖縄わんにゃん 1 4%
おじぃ・おばぁ 1 4%
泊まる 0 0%
野球キャンプ 0 0%
回答者数（右列は選択率の延べ数） 25 156%

【質問４】今年沖縄に行く予定がある方にお尋ねします。 あなたの沖
縄行きを後押ししたOkinawarp記事のテーマを選んでください。 （いく
つでも）
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３． まとめ 

 

リピート促進のために facebook による情報発信を行った結果、facebook を通じて旅行者と沖縄との

関係性を維持することが、沖縄への再訪促進に一定の効果を発揮することがわかった。 

また、投稿記事の内容については、旅行者と沖縄との関係性を維持していくためには、「さんぽ」や

「あそび」、「日常」といった「沖縄県民の生活、ライフスタイルに関する記事」が効果的であり、一方

で沖縄への再訪を促すには「美景スポット」や「穴場グルメ」といった「ちょっとディープな沖縄“観

光地めぐり”に関する記事」が効果的であることがわかった。したがって、facebook ページの運営を行

う上では、両者の記事をバランス良く掲載することが望ましい。 

 

なお、ゴルフや釣りなど「沖縄リピーターの実施率が高い活動内容に関する記事」については、それ

ぞれのテーマに関心を持つ人が限られていることもあって、定量的指標による検証ではその効果が読み

取りにくい結果となった。しかし、たとえばゴルフ好きの人々にターゲットを絞って記事単体の広告を

打つことが facebook 上では可能であり、実際に広告を打つことで閲覧者数が１万５千人を超えた例も

あった。したがって、ゴルフや釣りなど沖縄リピーターの実施率が高い記事については、facebook の広

告機能を活用した情報発信が効果的である。 

 

図表Ⅲ－２－１４ facebookを活用したリピート促進の効果検証結果（投稿記事のテーマ毎） 

 

 

 

 

投稿記事のテーマ 効果検証結果

沖縄県民の生活、ライフスタイルに関する記事
（日常／さんぽ／あそびなど）

旅行者と沖縄との関係性の維持に効果的

ちょっとディープな沖縄“観光地めぐり”に関する記事
（美景スポット／穴場グルメなど）

沖縄への再訪促進に効果的

沖縄リピーターの実施率が高い活動内容に関する記事
（ゴルフ／釣り／イベントなど）

ターゲットを絞ったFacebook広告の活用が効果的
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